
「オラァ❤激突きだぜ❤」 
全身を汗で濡らし、光らせながら、アンデュークは本気ピストンのモードに入った。 
体重を前にかけ、マキの尻を掴むと、一気に腰のスライドを速めた。 
「パンパンパンパンパンパンパンパンパン！！」 
「いいい・・いぐ❤！いぐ❤！・・イグわぁ❤❤・・また・・イク！・・イク！・・イク❤！！」 
秒で達するマキ。尻や太ももが生まれたての子鹿のように痙攣している。 
「ぶぽっ！！！」アンデュークが一気にチンポを引き抜くと・・・ 
「ぷじょ～～～～～～～～～っ❤❤❤❤❤！！！！！！！！！！」 
マキはガクガクと痙攣しながら、エロマンコから先刻同様の大潮吹きを炸裂させる。 
マキとアンデュークの結合部を凝視していた俺は、もろに大潮吹きをくらってしまう。 
「ブギャガオッ★★★★★★！！！」 
顔面で大量の潮を受け止め、俺は無様に叫んだ。 
当然のように、その無様な状況で鬱勃起がこらえられるはずもなく・・ 
「どぴゅ★！！ぴゅ★！！びゅく★！！びゅく★！！びゅく★！！ぴゅ★！ぴゅ★・・」 
本日２度目の射精、しかも敗北ノーハンドマゾ射精をパンツの中で壮大にキメてしまう。 
「パクパクパク！！」口を魚のようにパクパクさせ、俺は快楽に興じた。 
だが、アンデュークは止まらない。 
今度は俺の方向に向きなおると、背面駅弁スタイルをとった。 
マキが俺と向かい合う形になり、俺は縛られたまま、下からマキを見上げる格好になった。 
「いやぁん❤❤・・イッたばかりなのにぃ・・・・・おふぅ❤❤！！」 
アンデュークは何も言わずに、デカチンを下から突き入れた。 
下から貫かれたマキは、足をＭ字に広げ、のけぞって喘いだ。 
アンデュークはしっかりとマキの尻を掴み、上下にスライドさせた。 
「あっ❤！あっ❤！あっ❤！奥っ！！あっ❤！あっ❤！あっ❤！あひぃ❤！・・・」 
背面駅弁をキメられ、快感のあまり、舌を出してのけ反り、快感に酔いしれるマキ。 
まさに寝取られの極みのような状態に、俺の負け組早漏鬱勃起チンポは、イッたばかりなの

に、すでにパンツの中で興奮のあまり、大勃起を極めていた。 
自身の出した精液がヌルヌルと絡みつく・・・。 
（うぶぶぶ★★！！・・こ、ここ、こ、興奮するぅ★★★・・興奮しちゃうぅぅ★★★！！

こんなにみじめな状況なのに・・・こんなにも、悔しくて、無様で哀れな状況なのにぃぃ・・

むちゃくちゃ・・・興奮しちゃうぅぅぅぅぅぅぅぅ★★★★★★★★★★★！！！！！！ 
バッキバキバキにぃ・・・大・・大勃起するぅぅぅぅ★★★★★★★！！！！！） 
アンデュークはマキに後ろからイヤらしくディープキスを極めながら、上下運動を速めた。 
「あっ❤、あっ❤、あん❤、あい❤、いい❤、あ❤・・・いく❤、いく❤・・・イグ❤！！！」 
マキが叫ぶや否や、アンデュークのデカチンは、「ぐぐぐぐっ！」と マキのオマンコから 
抜けそうになり・・・次の瞬間・・ 



「ぶぽっ！！」勢いよくデカチンがはじき出された。そして・・ 
「ぶしゅっ！ぶしゅぅっ！！！！ぶっしゅぅぅぅぅぅ～！！！！！！」 
マキはのけ反りアクメをキメたまま、大量の潮を噴き出した。 
「ギャピリンッ★★★★★！！！！・・・ぶわぁぁぁぁぁおおおお★★★！！！！」 
再度、大潮吹きをくらってしまい、無様に叫んでしまう俺。 
「ぐぐぐっ！！！・・ピクピク！・・ビクビクッ！！！」 
敗北Ｍチンポは勢いよく膨らむと、 
「どぴゅっ★！ずぴゅっ★！ぬぴゅ★！ぴゅ★！ぴゅ★！」一瞬で、無様に暴発した。 
敗北早漏ドッピュンをキメ、チンポをヒクつかせ、もがきまくる俺・・。 
そんな俺を尻目にアンデュークはマキを降ろすと今度は俺の前で寝バックの体位をとった。 
俺からはアンデュークの尻とマキのビチョヌレオマンコが もろ見えだった。 
「オラオラァ❤❤まだまだだぜぇ～❤」 
アンデュークはマキの足を抱え、デカチンを後ろからぶち込んだ。 
「あ❤あ❤ああ❤・・・ちょ・・ちょっと・・亀頭が・・お・・おっきぃぃん❤」 
ぬっぽりとデカチンを咥えこむマキのオマンコ。 
「えへへへへ❤❤・・・・れろれろれろぉ～❤」 
アンデュークは寝バックの体勢のまま、マキにディープなキスを食らわせた。 
「ああん❤あ❤・・・あ❤・・・あ❤・・・・あ❤・・・あ❤」 
マキは全身をピクつかせてアンデュークのキスに応じている。 
アンデュークはマキのデカパイを後ろ手に揉みしだきながら、先刻同様、腰を動かした。 
「ぬこ❤！ぬこ❤！ぬこ❤！ぬこ❤！ぬこ❤！ぬこ❤！・・・」 
優しくもリズミカルな追っ突きでマキのオマンコを ほじくりまくるアンデューク。 
「ああああん❤！！！すごぉぉいぃん❤❤・・ま、またぁ❤・・でで、出ちゃうぅぅ・・ 
出ちゃうぅぅぅぅぅ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～❤❤！！！！！！！」 
「びちょ❤びちょ❤びちょ～っ❤びちょ～っ❤びちょ～～～～～っ❤❤❤！！！！！」 
アンデュークの極上な激エロテクニックでメッロメロにされ、まるで おしっこを漏らした

ように大量に潮を漏らしまくるマキ。 
「う、上手すぎるぅぅ❤❤❤・・・このチンポ・・すごく良いぃん❤❤」 
完全に堕ちるマキ。「ファックミー❤ファアアクミィィィーーーーー❤❤❤！！！！」 
お漏らしを大量にキメながら、チン媚びしまくった。 
「次は・・・種付けファックだぜ❤❤」 
アンデュークはお漏らししたままのマキをマングリ返しの恰好にさせると、一気に腰を 
降ろし、デカチンをぶち込んだ。 
「あっへぇ～❤しゅごいぃぃん❤❤❤❤また違う体位ぃ❤❤！！！」 
「ぐぉ！オマンコ締まるぅぅ❤！！！」アンデュークが叫ぶ。 
「デ、デカ・・すぎて・・クリがぁ・・クリがぁ・・擦れて・・きもちいいぃ❤」 



「ズチュ❤ヌチュ❤ネチュ❤ニチュ❤ズチョッ❤ズチョ❤ズチュ❤・・」 
「あひぃ❤クリに・・クリに当たるぅ❤擦れてイクぅ❤デカチン大好きぃ～～❤❤❤ 
 ナカもクリもメチャクチャになっちゃうぅぅぅ～～～❤❤❤」 
「どぴゅっ★！どぴゅっ★！びゅくっ★！ぴゅっ★！ぴゅ★・・」 
俺はアンデュークのデカケツが上下にスライドし、その都度、深くマキのマンコに飲み込ま

れていくところを、目ん玉が飛び出すくらい大きく目をひん剥いて、じっくりガン見したま

まの状態で、またまた敗北ノーハンドマゾ射精をキメてしまった。俺のパンツの先端からは

スペルマが大量に滲み出ている。 
「俺も、そろそろ・・イキそうだ・・ぜ！！」 
アンデュークはそういうと腰のスライドを早めた。 


